歴史地震研究会　2013～14年度　第1回幹事会議事録
日時：2013年11月5日　17：00～19:00
於：地震予知総合研究振興会

参加者：武村・松浦・林（信太郎）・都築・内田・金田・石辺・林（豊）・小松原・諸井・北原

1． 新役員挨拶

2． 秋田大会の反省点（林信太郎旧行事幹事）
・早めに準備は始めたが、最後にばたついた。

・講演申込み方法がさまざまである。
・非常に講演件数が多かった。公開講演会の開始時間を先に決めてしまっていたので、2日目が朝8時開始となってしまった。また時間のやりくりに苦労した。

・次回以降、講演要旨の書式を統一したほうが良い。講演要旨では英文タイトルを除いてもよいという意見があった。

・講演要旨はワードとPDFで出してもらうように連絡していたが、両方出してくれた人は少なかった。周知を徹底すべきだった。

・公開講演会のポスターを県内の人の集まりそうな機関に送ったが、白黒だったためか十分に利用してもらえなかった。公開講演会は聴講者が少なかった。
・ポスター発表者に対してもっと早くからサイズを連絡したほうが良かった。

・巡検の下見はもっと早い時期に行うべきだった。

・講演要旨の表紙のイラストは研究会のサイトに掲示しておくべき。

　　・巡検案内書の執筆に追われる結果になった。もっと早めに準備をすべきだった。

　　・座長の決定は早めに行ってプログラムに掲載したほうが良い。

・講演要旨を催促したら、全員から要旨が届いた。

・巡検参加者が途中で入れ替わり、無保険で参加した人もいた。

・名札はもっと増やしたほうが良い。

・巡検は悪天候の中で強行したが、取りやめも含めて検討すべきだった。警報が出たら中止などの方策を検討すべき。
３．秋田大会収支報告(諸井旧財政幹事)
・受付状況　会員75名＋非会員13名、計88名の参加

・巡検参加者　会員34名+非会員3名、計37名
・全体収支　バス代を除いて剰余金99830円　バス代（78000円程度）を払うとトントンか少し余る程度。教室の使用料・巡検下見代が求められなかったので、黒字になった。

・予稿集代は大会収支に入れていない

・功績賞関連費も入れていない。

秋田大会関係で今後必要なこと
・バス会社に早く請求書を出してもらう(諸井旧財政幹事)

・大会参加記(原田さん)・巡検参加記(山中さん)の原稿をもらうこと(金田編集出版幹事)
４．新規入退会報告(諸井財政幹事)
天野英樹さん・鏡味洋史さん・田久昌次郎さん

3名入会し、前会員数は263名に
28号を送ること(小松原旧総務幹事)
入会申請先を内田新財政幹事に変えること（石辺広報幹事）

５．広報幹事報告(石辺広報幹事)
・歴史地震の原稿募集のお知らせを掲載した。
・1名musha加入申請。

・役員交代をホームページに反映させる。

・研究会ホームページで長期間にわたって修正していない箇所を修正したい。
・最近のイベントは削除・更新の量が多いので、片手間にはできない。
→最近のイベントは削除することに
・2005年以降の会員がかかわった書籍の更新をどうするか？
→関連書籍・雑誌のページは削除
リンクの更新はどうするか→地震学会の「被害地震年表」や推本の「日本の地震活動」などリンクが古いものは削除する。生きているリンクは掲載する。

・開始バックナンバーの残部の確認依頼が来るので、○△×で残部を示す（総務幹事が残部数を広報幹事に伝える）
・都司会員が地震研に大量にバックナンバーを残していったので、石辺広報幹事がそのリストを作成し、総務幹事に送る。

６．総会議事録の確認(小松原旧総務幹事)
・総務幹事が原案を作成し、メールで回覧、一部修正したものを承認した。
７．退会勧告について(武村会長・諸井旧財政幹事)
・できるだけ安くて多くの人に入ってもらうことが大事。会誌を送付停止する前に該当者に連絡するほうがよい。

・内田財政幹事が滞納者のリストをつくって、12月をめどに払っていない人に連絡する。

８．著作権について(小松原総務幹事)

・秋田大会で著作権譲渡の承認をいただいた人以外の名簿を作成・物故者を確認。小松原総務委員が担当して連絡・依頼をとる。
9．東大日本史研究室への会誌の送付について(小松原総務幹事)

　・27号以降は送付している。また21～22号は研究室で持っている。23~26号について石辺広報幹事が作成する都司会員の残していった図書リストをみて、バックナンバーが0部にならないように配慮して総務幹事が送付する。

10．功績賞候補について(武村会長)

・今年度中に次回大会における授賞者を選考する。（会長・副会長・財政幹事・総務幹事）

11．　2014年2月7日に震災予防講演会を開催する。共催・後援の名義使用を承認してほしい(武村会長)

・詳細については次回幹事会で紹介する。
12.　国文学研究資料館より書誌情報に関する情報提供の依頼が来ている(松浦副会長)

　・実施は平成26年度の予定。
13．来年度・再来年度大会(都築行事幹事)

　・大会の場所を確保した。巡検は三河地震・東南海地震で。

・三河の人が来ないか？多くの来場が予想される。公開講演は濃尾地震・東南海地震・三河地震を話題とする。

　・再来年大会は京丹後市を予定していたが、2015年9月15日から開催されるジオパーク行事(APGN)と重なってしまうので、別の年にずらす可能性が出てきた．今のところ京丹後市の反応を待つ。歴史地震研究会がAPGNに一部だけ共催ならOKだが、全部共催となると実行困難になる。

・再来年の予定については継続審議とするが、つくば(研究交流センター)案が出された。
14．次回幹事会：2014年1月20日17：00～（月曜）地震予知総合研究振興会を予定。
